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日ごろから、市政にご協力いただきありがとうございます。 

本市では、平成16年 3月に策定した「西東京市環境基本計画～良好な環境を将来の世代に引

き継ぐために～」の見直しを行っているところです。 

本アンケートは、市内の事業者の方を対象として、環境問題の認識、日ごろの事業活動におけ

る環境保全への取り組み状況や市への要望等についてお聞きし、計画づくりに反映させることを

目的とするものです。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

平成１９年１１月 

西東京市長 坂口 光治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境に関する事業所アンケート 

● 以下のものが同封されています。お確かめください。 

・アンケート冊子（本冊子） 

・返信用封筒 

● 記入にあたって以下の点にご注意ください。 

1. 本アンケートには、環境への取り組みの姿勢などについて責任を持ってお

答えいただける方がご記入ください。 

2. 基本的に、宛先となっている各事業所単位での、実態等についてお答えく

ださい。 

3. 特に記載のない場合は、あてはまる選択肢１つに○をつけてください。 

4. 記入が済みましたら、同封の返信用封筒にこのアンケート冊子を入れ、切

手を貼らずに、１１月１６日（金）までにご投函ください。 

5. 内容などについて不明な点がございましたら下記担当までお問い合わせ

ください。 

実施担当：西東京市役所 生活環境部環境保全課 

       住所：西東京市中町 1－5－1（保谷庁舎） 

       電話：042（438）4042（ダイヤルイン） 

                   環境基本計画担当 
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■貴事業所について 
 

はじめに、貴事業所についてお伺いします。④～⑥については該当する番号に○をつけてくだ

さい。 

 

① 事業所名：                                       

 

② ご記入された方（担当部署：氏名）：                             

 

③ 所在地： 西東京市                                   

 

      

  

 

 

 

④ 業種  1. 製造業（重工業）  2. 製造業（軽工業）  3.小売業・卸売業 

      4. 飲食店   5. 建設業   6. 電気・ガス・熱供給・水道業 

      7. 運輸・通信業   8. 金融・保険業   9. 建築・不動産業 

      10. サービス業   11. その他（               ） 

 

 

⑤ 西東京市（旧田無市、旧保谷市を合わせた市域）での営業年数 

      1. 3 年未満    2. 3～5年   3. 6～10年   4. 11～20年 

      5. 21～30年   6. 31年以上 

 

 

⑥ 市内事業所内の   1. 1～3人   2. 4～9人    3. 10～29人 

従業員数      4. 30～49人  3. 50～99人   6. 100～299人 

          7. 300～499人 8. 500～999人  9. 1000人以上 

 

ここからがアンケートの始まりです 

※ 事業所名、ご記入された方、所在地については回答の内容について不明な点があったときのため、また今

後、市と事業者のみなさんとの連携を進めていくためにお伺いするものです。回答内容については事業所

名、ご記入された方、所在地が分かる形での公表は一切いたしません。 
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■環境問題の認識について 
 

問 1 貴事業所では、環境問題についていかがお考えでしょうか。下記の内容における貴事業所

としての考えについて、該当する番号に○をつけてください。 

事業所としての考え 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

言
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
は
思
わ
な
い 

そ
う
は
思
わ
な
い 

１. 事業者は環境保全のための取り組みを行う必要がある １ ２ ３ 4 ５ 

２. 環境について定められる法令の基準などは最低限守る必要がある １ ２ ３ ４ ５ 

３. 自社から出る環境負荷を積極的に削減していく必要がある １ ２ ３ ４ ５ 

４. 環境に配慮した製品・サービスを積極的に開発することで、環境

へ貢献するとともに経済的発展も遂げたい 
１ ２ ３ ４ ５ 

５. 環境問題が重要であることは認識しているが、不景気でそれどこ

ろではない 
１ ２ ３ ４ 5 

６. 当事業所は、取り立てて環境保全のために取り組みを行うほどの

影響を与えていない 
１ 2 ３ ４ ５ 

 

問２ 貴事業所の事業活動や提供する製品などにおいて、どのようなものが環境へ大きな影響を

与えていると認識していますか。以下の影響について、該当する番号に○をつけてください。 

（対策のあるなしにかかわらず、影響そのものの大きさについてお答えください。） 

事業活動 

大
き
な
影
響
が 

あ
る 

影
響
が
あ
る
（
軽
微

な
も
の
も
含
む
） 

自
社
と
は
関
係
な
い 

１. 事業活動による排煙、排水、悪臭、騒音、振動などの発生 １ ２ ３ 

２. 事業活動において使用・発生する有害化学物質 １ ２ ３ 

３. 事業活動によって発生する廃棄物 １ ２ ３ 

４. 事業活動における紙の使用量の多さ １ ２ ３ 

５. 事業活動におけるエネルギー（電気など）の使用量の多さ １ ２ ３ 

６. 事業活動における水の使用量の多さ １ ２ ３ 

７. 事業活動における自動車の使用頻度の多さ １ ２ ３ 

８. 製造・販売する商品（容器・包装材を含む）による廃棄物の発生 １ ２ ３ 

９. 貴事業所を訪れるための自動車の走行量の多さ １ ２ ３ 

10. 事業に関連する施設の色彩や高さなどによる景観への影響 １ ２ ３ 

11. 事業に関連する開発行為による自然環境の喪失 １ ２ ３ 

12.  その他事業活動を通じた間接的な環境影響 
（考えられる影響：                   ） 

１ ２ ３ 
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■環境への負荷の実態について（ごみ） 
 

問３ 貴事業所から排出される産業廃棄物及び事業系一般廃棄物について、以下の問にお答えく

ださい。 

  Ａ－１. 貴事業所から、産業廃棄物の排出はありますか。ある場合は、主な品目をご回答願

います。 

  

 

 

 

  Ａ－２. 貴事業所から、事業系一般廃棄物の排出はありますか。ある場合は、主な品目をご

回答願います。 

  

 

 

 

（「1. ある」を選んだ方のみ、Ｂ、Ｃもお答えください。） 

 

Ｂ.産業廃棄物の排出量の把握状況について、該当する番号に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ.産業廃棄物の処理方法（処理を委託したものについても含む。）の把握状況について、該

当する番号に○をつけてください。 

  

 

 

 

 

 

問４ 貴事業所からの廃棄物について、リサイクル等の有効活用に取り組まれているものがあれ

ば、廃棄物の種類と内容をご記入ください。 

    

 

 

 

1. ある（主な品目：                             ）

2. ない 

1. ほぼ全種類の排出量を把握している 

2. 種類によっては排出量を把握している 

3. 排出量は把握していない 

1.  ほぼ全種類の処理方法を把握している 

2.  種類によっては処理方法を把握している 

3.  処理方法は把握していない（すべて委託業者に任せている） 

1. ある（主な品目：                             ）

2. ない 
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■環境負荷の実態について（その他） 
 

問５ 貴事業所では、環境負荷量をはじめとする以下の数値について把握していますか。把握の

状況についてご回答ください。 

影響の内容 

詳
細
を
把
握
し
て
い
る 

概
数
で
は
把
握
し
て
い
る 

把
握
し
て
い
な
い 

（1）電気使用量 １ ２ ３ 

（2）ガス使用量 １ ２ ３ １. エネルギーの使用量 

（3）灯油、軽油、その他燃料の使用量 １ ２ ３ 

（1）車両保有台数 １ ２ ３ 

（2）車両の年間走行距離 １ ２ ３ ２. 車両の利用について 

（3）車両の年間燃料消費量 １ ２ ３ 

３. エネルギーの使用量と車両の利用による二酸化炭素（CO2排出量） １ ２ ３ 

（1）水の使用量 １ ２ ３ 
４. 資源の使用量 

（2）紙の使用量 １ ２ ３ 

５. 大気汚染物質（NOxなど）排出量 １ ２ ３ 

６. 水質汚濁物質（BODなど）排出量  １ ２ ３ 

７. 化学物質の排出量・移動量 １ ２ ３ 

 

問６ 貴事業所では、上に掲げたような負荷量について、環境への負荷として、担当部署・担当

者を設置し、管理しておられますか。状況についてご回答ください。 

   

 

 

 

 

1. 環境への負荷量としてとり上げるものについて、担当部署・担当者を設置し、管理して

ている 

2. 担当部署・担当者の設置・管理はしていない 



 6

■取組の状況について 
 

問７ 貴事業所における、環境保全に関する取組についてお聞きします。該当する番号に○をつ

けてください。 

取組内容 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る 

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
取
り
組
め
る
と
思
う 

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い 

今
後
も
取
り
組
む
こ
と
は

考
え
て
い
な
い 

自

社

と

は

あ

ま

り

関
係
が
な
い 

■エネルギー・水について 

①  生産工程での運転管理や、オフィスにおける冷暖房の設定温度

の管理等、施設において日常的に省エネルギーを心がけている
１ ２ ３ ４ ５ 

② 省エネルギー型の機器や設備を導入している １ ２ ３ ４ ５ 

③ 太陽エネルギー（光・熱）、風力、水力など自然エネルギーを

利用している 
１ ２ ３ ４ ５ 

④ 事業所の建物について、省エネルギーに配慮した工夫（自然採

光、通風、断熱化など）を行っている 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 省エネルギーに関する計画書などを作成し取り組んでいる １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 節水型の機器やシステムを導入している １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 雨水の利用や、一度使った水の再利用などをしている １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 透水性舗装や浸透ますの設置など、雨水の地下浸透に努めてい

る 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 施設の敷地内や壁面・屋上の緑化に努めている １ ２ ３ ４ ５ 

■廃棄物について 

① 両面コピーや裏紙の使用を行っている １ ２ ３ ４ ５ 

② 使い捨て製品（紙コップ、紙皿、使い捨て容器入りの弁当など）

の使用や購入を抑制している 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 詰め替え可能な製品の利用や備品の修理などにより、製品等の

長期使用を進めている 
１ ２ ３ ４ ５ 

④ 事業所から出る資源ごみのリサイクルルートを確保している １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 包装材・梱包材の削減、再使用に取り組んでいる １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 食べ残し、食品残査などの有機物質については可能な限りコン

ポスト化（堆肥化）し、土壌に還元、利用している 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 廃棄物の減量化に関する計画を作成し、減量化を進めている １ ２ ３ ４ ５ 
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（問７つづき） 

取組内容 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る 

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
取
り
組
め
る
と
思
う 

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い 

今
後
も
取
り
組
む
こ
と
は 

考
え
て
い
な
い 

自
社
と
は
あ
ま
り 

関
係
が
な
い 

■大気汚染・水質汚濁など公害の防止      

① 日常の管理における大気汚染防止への配慮（燃焼管理など）を

行っている 
１ ２ ３ ４ ５ 

② 水質汚濁について、法令による基準より厳しい自主管理基準を

設定し、その達成に努めている 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 低騒音型機器の使用、防音・防振設備の設置・管理などにより騒

音・振動を防止するとともに、日常的な監視測定を実施している
１ ２ ３ ４ ５ 

④ 夜間照明による光害を防止するための措置を講じている １ ２ ３ ４ ５ 

■自動車の利用について      

① 低燃費車や最新の規制基準適合車を積極的に導入している １ ２ ３ ４ ５ 

② 電気自動車、圧縮天然ガス自動車などの低公害車の利用に取り

組んでいる 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 共同輸配送、帰り荷の確保に取り組んでいる １ ２ ３ ４ ５ 

④ 発注・輸送の計画化・平準化、行き過ぎた少量・多頻度輸送や

ジャスト・イン・タイムサービスの見直しを行っている 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 業務用車両のアイドリングストップを進めている １ ２ ３ ４ ５ 

■化学物質対策      

① 有害性のおそれのある化学物質について、その種類、使用量、

保管量、使用方法、使用場所、保管場所等を経時的に把握・記

録している 

１ ２ ３ ４ ５ 

② 有害物質の輸送、保管等に当たり、事故時の汚染防止のための

準備や訓練を行っている 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ オゾン層を破壊する特定フロン等の削減、全面的な中止を行っ

ている 
１ ２ ３ ４ ５ 

■グリーン購入      

① 環境に配慮した物品等の調達に関する基準、リストがあり、運

用されている（エコマーク商品を優先的に購入するなど） 
１ ２ ３ ４ ５ 

② 事務用紙等には再生紙を使用している １ ２ ３ ４ ５ 

③ 再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用している １ ２ ３ ４ ５ 

④ 間伐材や未利用資源などを利用した製品を積極的に購入、使用

している 
１ ２ ３ ４ ５ 
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（問７つづき） 

取組内容 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る 

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
だ 

ま
だ
取
り
組
め
る
と
思
う 

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い 

今
後
も
取
り
組
む
こ
と
は 

考
え
て
い
な
い 

自
社
と
は
あ
ま
り 

関
係
が
な
い 

■社外での環境保全活動の推進      

① ボランティア休暇など、職員の環境などのための自主的な行動

を支援する組織の制度がある 
１ ２ ３ ４ ５ 

② 地域のボランティア活動などに積極的に参加し、協力、支援を

行っている 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 環境に関する基金・団体を設置している。あるいは既存の基金・

団体を支援している（支援としては、人材派遣、資金面での援助。従業員

の給与の端数を集めた寄付、広報活動への協力などがあります） 

（具体的内容：                    ）

１ ２ ３ ４ ５ 

■エコビジネス、技術開発      

① 資源、省エネ、環境保全を達成することを可能にする技術および商

品を開発し、社会に提供している（環境保全に係る技術） 

（具体的内容：                     ） 

１ ２ ３ ４ ５ 

② 技術者の派遣、国内研修の受け入れなどによって環境保全技術

移転の推進を進めている（環境にかかる国際協力）      
１ ２ ３ ４ ５ 

（問７の続きですが、以下の質問については対応する事業を営む事業所の方のみお答えください） 

取組内容 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る 

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
取
り
組
め
る
と
思
う 

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い 

今
後
も
取
り
組
む
こ
と
は 

考
え
て
い
な
い 

自
社
と
は
あ
ま
り 

関
係
が
な
い 

■製品の開発・設計等における環境配慮 

 （製造業（設計も含む）に関わる事業所のみお答えください）  
     

① 製品の設計に際して、エネルギーの削減を指向している １ ２ ３ ４ ５ 

② 製品の製造に関しては、再生資源の利用に努めている １ ２ ３ ４ ５ 

③ 廃棄後の処理やリサイクルの容易性などを考えて製品を製造している １ ２ ３ ４ ５ 

④ 出荷する製品の包装の簡素化を進めている １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 出荷した製品の廃棄後の回収に協力している １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 新製品開発、モデルチェンジ等にあたり、環境負荷の測定・記録や

製品アセスメント（製品が廃棄物になった場合の適正処理困難性の

評価やライフサイクルアセスメント（LCA）などを実施している 

１ ２ ３ ４ ５ 
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取組内容 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る 

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
取
り
組
め
る
と
思
う 

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い 

今
後
も
取
り
組
む
こ
と
は 

考
え
て
い
な
い 

自
社
と
は
あ
ま
り 

関
係
が
な
い 

■商品の流通・販売業における環境配慮 

 （小売業・卸売業に関わる事業所のみお答えください）  
     

① リサイクル商品や詰め替え商品など、環境に配慮した商品を優先し

て取り扱うようにしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

② 消費者に環境に配慮した商品に関する情報を積極的に提供している １ ２ ３ ４ ５ 

③ 容器や包装材等の回収を行っている １ ２ ３ ４ ５ 

④ 客に買い物袋を持参するよう呼びかけている １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 販売する商品の包装の簡素化を進めている １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 販売方法の工夫など、生ごみの発生を抑制するための取組を行っている １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 地元産の農産物を積極的に商品として取り扱っている １ ２ ３ ４ ５ 

■建築物の建築・解体にあたっての環境配慮 

 （建設業に関わる事業所のみお答えください） 
     

① 発注者および設計者に対し、建設副産物のリサイクル、合板型枠の

使用合理化など、環境保全の提案をしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

② 地域の自然環境との調和に配慮し、生態系や景観の保全に取り組ん

でいる（そういった技術を有している） 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 低騒音型の建設機械の使用などにより工事騒音・振動の防止に取り

組んでいる 
１ ２ ３ ４ ５ 

④ 木材、コンクリート塊、汚泥、残土などの建設副産物の削減、再利

用、分別、リサイクルに取り組んでいる 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 建設物の耐久性の向上に取り組んでいる 

（そういった技術を有している） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

※ 再び、全事業者の方を対象とする質問です 
 

問８ 問７のほかに、様々な環境保全への取り組みに関して、貴事業所独自の取り組みや大

きな効果のあった取り組みなどがございましたら記入してください。また、取り組みを

行う際に直面した課題などもありましたらご記入ください。 
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■社内での環境への取り組みについて 
 

問９ 貴事業所で行っている環境教育について、該当する番号全てに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

問 1０ 環境管理のための社内の制度（環境マネジメントシステム）を導入していますか。 

 

 

 

 

 

 

問１１ 問１０で、「取得する予定はない」と回答した方にお伺いします。 

  その理由について、該当する番号に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 自社の環境への取り組みを消費者や取引先等へ公表していますか。  

  該当する番号全てに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

問１３ 地域での環境保全活動に協力していますか。また、今後協力する予定はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

１. 社員の意識を高める 

２. 環境対策技術の向上 

３. 環境商品の販売・営業 

４. 環境法規制への対応 

５. その他（                                     ） 

1. ECOアクション21 

2. ISO14001 

3. 今後取得するつもりである 

4. 取得する予定はない 

1. 存在を知らない 

2. 興味がない 

3. 時間がない 

4. 費用がない 

5. その他（                                    ） 

1. 環境報告書の作成・公表 

2. ホームページでの公表 

3. 営業時に公表 

4. その他（                                    ） 

1. 積極的に協力したい 

2. 取り組んでいるが、まだまだ取り組めると思う 

3. 今後取り組んでいきたい 

4. 今後も取り組むことは考えていない 

5. 自社とはあまり関係がない 
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問１４ 問１３で「1.積極的に協力したい」「2.取り組んでいるが、まだまだ取り組めると思

う」「３.今後取り組んでいきたい」を選んだ方にお伺いします。どのようなことなら

協力できますか。 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 最後に、西東京市の環境保全に対する、ご提案・ご意見・ご要望等がございました

ら、以下にご記入ください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

記入漏れがないかもう一度お確かめの上、本調査票を返信用の封筒に入れ、1１月１６日

までにご投函してくださいますようお願いします。 

1. 人材（社員）の参加・派遣 

2. 物品・サービスの提供・優遇 

3. 活動資金の支援・寄付 

4. 情報提供・情報交換の実施・支援 

5. その他（                                     ）


